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中
世
仏
教
史
研
究
の
大
き
な
画
期
は
、
黒
田
俊
雄
氏
に
よ
る
顕
密
体
制
論
の
提
唱
で

あ
る
。
氏
の
研
究
は
、
顕
密
仏
教
研
究
を
飛
躍
的
に
前
進
さ
せ
た
が
、
中
世
前
期
を
主

眼
に
構
築
さ
れ
た
た
め
、
中
世
後
期
の
顕
密
仏
教
を
宗
教
一
揆
に
よ
る
衰
退
期
と
し
て

描
い
た
。
そ
の
結
果
、
新
仏
教
や
禅
宗
研
究
に
比
べ
て
中
世
後
期
の
顕
密
仏
教
研
究
は

停
滞
し
た
。
そ
の
後
、
顕
密
体
制
論
の
見
直
し
と
と
も
に
、
寺
院
の
内
部
構
造
や
経
済

活
動
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
の
、
地
域
が
極
め
て
限
定
さ
れ
た
中
で
の
検
討
が

多
く
、
近
世
と
の
断
絶
が
強
調
さ
れ
、
中
世
仏
教
か
ら
近
世
仏
教
へ
架
橋
す
る
視
座
が

弱
い
と
い
う
課
題
を
見
出
し
た
。

　

そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
中
世
に
限
ら
ず
近
世
初
期
ま
で
を
検
討
時
期
に
含
め
、
複
眼

的
な
視
点
か
ら
議
論
す
る
た
め
に
都
鄙
関
係
を
題
材
と
し
、
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る

宗
教
的
都
鄙
関
係
の
変
遷
を
追
う
こ
と
を
修
士
論
文
の
課
題
に
設
定
し
た
。
ま
た
、
顕

密
寺
院
の
中
で
も
、
い
ま
だ
十
分
に
検
討
の
余
地
が
あ
り
、
中
近
世
移
行
期
に
お
い
て

一
貫
し
て
重
要
な
宗
教
勢
力
で
あ
っ
た
、
天
台
三
門
跡
の
一
つ
で
あ
る
青
蓮
院
門
跡
を

主
な
検
討
の
対
象
と
し
た
。
青
蓮
院
門
跡
は
、
中
世
後
期
以
降
、
地
方
寺
院
と
本
末
関

係
な
ど
様
々
な
関
係
を
有
し
た
こ
と
が
諸
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
、
宗
教
的
都
鄙
関
係
の

成
立
す
る
時
期
・
原
因
・
そ
の
内
実
・
変
遷
過
程
を
検
討
す
る
う
え
で
適
切
で
あ
る
。

使
用
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、『
華
頂
要
略
』
や
後
述
す
る
『
千
妙
寺
列
祖
伝
』
な
ど
、

後
世
に
作
成
さ
れ
た
も
の
も
、
そ
の
性
格
を
検
討
し
た
上
で
積
極
的
に
使
用
し
た
。
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本
章
で
は
、
中
近
世
移
行
期
の
青
蓮
院
門
主
と
そ
の
坊
官
（
門
主
に
仕
え
た
在
家
の

僧
）
の
発
給
文
書
を
収
集
・
分
析
し
、
宗
教
的
都
鄙
関
係
の
変
遷
と
そ
の
背
景
を
考
察

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
ま
ず
、
先
行
研
究
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
中
世
後
期
に
は
、

そ
れ
ま
で
門
跡
機
構
の
意
思
決
定
権
を
十
分
に
有
し
て
い
た
院
家
の
多
く
が
退
転
し
た

こ
と
で
、〔
門
主
│
坊
官
〕
の
意
思
決
定
権
が
拡
張
し
た
と
推
定
し
た
。
そ
の
た
め
、

上
記
の
検
討
に
よ
り
、
青
蓮
院
門
跡
の
宗
教
的
都
鄙
関
係
の
変
遷
や
そ
の
背
景
に
つ
い

て
も
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

収
集
し
た
文
書
の
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
以
下
の
通
り
に
、
門
主
ご
と
の
都
鄙
関
係

の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
。
室
町
後
期
の
尊
応
法
親
王
期
に
は
、
①
門
跡
領
知
行
関
係

文
書
②
比
叡
山
山
坊
・
畿
内
末
寺
住
持
補
任
関
係
文
書
③
諸
職
補
任
関
係
文
書
に
大
別

さ
れ
、
都
鄙
関
係
の
史
料
が
見
出
だ
せ
な
い
。
戦
国
期
の
尊
鎮
法
親
王
期
に
は
、
地
方

の
有
力
寺
院
と
の
関
係
性
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
出
羽
国
立
石
寺
、
若
狭
国
羽

賀
寺
、
常
陸
国
吉
田
薬
王
院
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は
、
守
護
大
名
や

そ
の
被
官
と
い
っ
た
寺
院
の
外
護
者
が
没
落
し
た
こ
と
で
、
荒
廃
や
焼
失
な
ど
に
遭
っ

た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
地
方
寺
院
・
中
央
寺
院
で
あ
る
青
蓮
院
門
跡
双
方
の
働
き

か
け
に
よ
り
都
鄙
関
係
が
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
青
蓮
院
門
主
不
在
期
に
政
務
を

代
行
し
た
覚
恕
は
、
尊
鎮
以
来
の
都
鄙
関
係
を
継
続
し
た
と
評
価
さ
れ
る
。
織
豊
期
の

尊
朝
法
親
王
期
は
、
若
狭
国
羽
賀
寺
の
寺
領
回
復
運
動
に
際
し
て
積
極
的
に
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、
従
来
関
係
の
あ
っ
た
地
方
寺
院
と
、
よ
り
深
い
関
係
を
有
し

た
。
ま
た
尊
朝
期
に
は
、
遠
江
国
蓮
華
寺
や
筑
後
国
坂
東
寺
な
ど
元
々
延
暦
寺
末
寺
で

優
秀
修
士
論
文
概
要
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あ
っ
た
寺
院
と
関
係
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
比
叡
山
焼
き
討
ち
に
伴
い
機

能
不
全
と
な
っ
た
山
門
機
構
の
代
行
を
青
蓮
院
門
跡
が
請
け
負
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考

え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
尊
朝
期
に
は
、
前
代
よ
り
多
く
の
地
方
寺
院
と
の
交
流
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
初
期
の
尊
純
法
親
王
期
に
は
、
尊
朝
以
来
関
係
を
持
つ
地
方
寺

院
と
の
繋
が
り
を
保
つ
も
の
の
、
形
骸
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
近
世
国
家
に

よ
る
宗
教
統
制
政
策
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
、
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
青
蓮
院
門
跡
の
宗
教
的
都
鄙
関
係
の

特
徴
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

①
地
方
寺
院
再
興
な
ど
に
際
し
て
勧
進
状
・
奉
加
状
作
成
。

　

②
僧
官
な
ど
官
途
贈
位
に
際
し
て
の
取
次
。

　

③
延
暦
寺
再
興
期
に
お
け
る
奉
加
要
請
・
延
暦
寺
地
方
末
寺
と
の
関
係
。

　

④
地
方
寺
院
か
ら
の
訴
訟
取
次
。

　

⑤
法
流
な
ど
を
介
し
た
本
末
統
制
。

こ
う
し
た
特
徴
は
、
同
時
期
に
見
ら
れ
る
、
聖
護
院
門
跡
に
よ
る
地
方
山
伏
統
制
や
醍

醐
寺
高
僧
な
ど
に
よ
る
地
方
へ
の
教
線
拡
大
と
同
一
の
方
向
性
を
有
す
る
も
の
の
、
都

鄙
関
係
の
背
景
と
し
て
経
済
的
要
素
だ
け
で
は
な
く
、
法
流
保
護
や
延
暦
寺
焼
き
討
ち

と
い
う
要
素
を
持
つ
こ
と
な
ど
が
他
と
異
な
る
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
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前
章
に
お
い
て
取
り
上
げ
な
か
っ
た
、「
⑤
法
流
な
ど
を
介
し
た
本
末
統
制
」
の
具

体
的
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
、﹇
青
蓮
院
門
跡
│
常
陸
国
千
妙
寺
﹈
を
主
な

題
材
と
し
て
検
討
し
た
。
な
お
、
近
世
中
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
千
妙
寺
列

祖
伝
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵　

旧
教
林
文
庫
蔵
）
が
十
分
な
史
料
価
値
を
有
す

る
と
考
え
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
同
時
代
史
料
を
補
完
し
、
よ
り

精
緻
な
分
析
を
試
み
た
。

　

千
妙
寺
は
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）、
亮
守
が
実
乗
院
門
跡
（
青
蓮
院
門
跡
の
院
家
）

よ
り
三
昧
流
の
灌
頂
を
受
け
、
常
陸
国
黒
子
の
地
に
開
創
し
た
寺
院
で
あ
る
。
ま
ず
、

戦
国
期
以
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
制
約
が
あ
る
も
の
の
、
両
者
の
間
に
積
極
的
な
関

係
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
戦
国
期
、
青
蓮
院
門
跡
の
三
昧
流
が
、
院
家
退
転
に
伴
い

断
絶
す
る
と
、
覚
恕
・
尊
朝
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
亮
珎
・
亮
信
は
、
上
洛
し

灌
頂
を
実
施
す
る
。
こ
の
よ
う
に
法
流
相
承
を
目
的
と
し
て
、
深
い
関
係
性
へ
と
変
化

し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
天
正
十
二
年
に
尊
朝
が
発
布
し
た
「
諸
国

末
寺
中
法
度
」（
以
下
、「
法
度
」）
と
い
う
史
料
で
あ
る
。こ
の
史
料
は
現
在
、千
妙
寺
・

輪
王
寺
、
そ
し
て
『
華
頂
要
略
』
に
の
み
伝
わ
っ
て
い
る
。
従
来
「
法
度
」
は
、
全
国

に
発
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
文
献
学
的
検
討
か
ら
、
千
妙
寺
を
中
心
と
す

る
地
域
に
対
し
て
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
し
た
。
こ
れ
は
、
亮
信
が
比
叡
山

出
身
の
高
僧
で
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
青
蓮
院
門
主
と
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
だ
け
で
な

く
、
亮
信
が
入
寺
し
た
常
陸
国
千
妙
寺
周
辺
の
宗
教
状
況
と
「
法
度
」
の
内
容
が
対
応

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
以
上
か
ら
「
法
度
」
は
、
亮
信
と
い
う
高
僧
の
入
寺
と
京
都

に
お
け
る
三
昧
流
の
断
絶
と
い
う
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
、
法
流
保
護
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
千
妙
寺
と
宗
光
寺
の
間
で
争
わ
れ
た
本
末
相
論
に
お
い
て
も
傍
証
が
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
戦
国
期
以
降
、
東
国
で
頻
出
す
る
法
流
を
巡
る
相
論
の
事
例
、
そ
し

て
近
世
最
初
期
の
寺
院
法
度
を
取
り
上
げ
た
。
そ
こ
で
は
本
寺
・
末
寺
と
も
に
相
補
的

に
果
た
す
べ
き
義
務
を
持
つ
「
契
約
的
」
本
末
関
係
で
は
な
く
、
法
流
な
ど
の
宗
教
的

紐
帯
を
基
に
し
た
本
末
関
係
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。こ
れ
は
、「
契

約
的
」
本
末
関
係
の
前
提
と
な
る
荘
園
制
の
崩
壊
と
、
戦
国
期
以
降
の
地
方
へ
の
教
線

拡
大
の
動
き
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
る
。
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
本
末
関
係
は
、
中

世
的
な
契
約
的
本
末
関
係
、
そ
し
て
近
世
的
な
法
流
な
ど
を
紐
帯
と
す
る
本
末
関
係
が

混
じ
り
合
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
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第
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本
章
で
は
、
東
国
に
数
多
く
分
布
し
た
天
台
系
談
義
所
を
取
り
上
げ
、
宗
教
的
都
鄙

関
係
活
性
化
の
画
期
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
従
来
、〔
中
央
│
東
国
〕
を
め
ぐ

る
宗
教
的
都
鄙
関
係
は
、
認
識
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
室
町
期
ま
で
は
繋
が
り
を
持
っ
て

い
た
も
の
の
、
戦
国
期
に
断
絶
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
宗
教
的
都

鄙
関
係
が
、
織
豊
期
へ
至
り
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
、
実
態
レ
ベ
ル
で
考

察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
ま
た
、
東
国
に
と
ど
ま
ら
ず
列
島
に
広
が
る
学
問
交
流

と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
談
義
所
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
認
識
に
つ
い
て
も
検

討
を
加
え
た
。
ま
ず
、
東
国
の
天
台
中
核
寺
院
で
あ
り
、
有
力
な
談
義
所
の
中
で
、
住

持
の
経
歴
が
明
ら
か
と
な
る
千
妙
寺
と
月
山
寺
の
住
持
の
経
歴
を
検
討
し
た
。
そ
の
結

果
、
千
妙
寺
や
月
山
寺
と
い
っ
た
中
核
寺
院
の
住
持
で
さ
え
、
主
に
東
国
内
の
談
義
所

で
の
修
学
を
経
た
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
住
持
に
就
い
て
い
る
こ
と
、
一
方
で
、
織

豊
期
に
千
妙
寺
・
月
山
寺
に
そ
れ
ぞ
れ
入
寺
し
た
比
叡
山
高
僧
亮
信
・
舜
慶
が
異
質
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

次
に
、
上
野
国
長
楽
寺
住
持
賢
甫
義
哲
の
『
長
楽
寺
永
禄
日
記
』
に
見
ら
れ
る
長
楽

寺
真
言
院
と
い
う
談
義
所
の
院
主
と
門
徒
の
動
向
を
検
討
し
た
。
そ
の
検
討
か
ら
、
真

言
院
主
だ
け
で
な
く
、
真
言
院
の
門
徒
も
談
義
所
間
で
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
近

郊
に
位
置
す
る
金
鑚
大
光
普
照
寺
な
ど
の
寺
院
と
の
交
流
が
極
め
て
盛
ん
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
学
僧
と
と
も
に
移
動
す
る
聖
教
の
往
来
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
、
課

題
を
残
し
な
が
ら
も
、
聖
教
移
動
も
東
国
内
に
と
ど
ま
り
、
あ
る
程
度
移
動
の
型
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
限
定
的
」
で
も
あ
っ
た
、
東
国
の
天
台
系
談
義
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
が
り
を
見
せ
る
要
因
と
し
て
、
元
亀
二
年
比
叡
山
焼
き
討
ち
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ

た
。
比
叡
山
焼
き
討
ち
後
、
武
田
信
玄
は
自
身
の
許
に
逃
れ
て
来
た
一
部
の
高
僧
と
東

国
天
台
系
談
義
所
の
学
僧
三
百
人
を
招
集
し
、
大
規
模
な
講
論
を
催
し
た
。
こ
の
講
論

は
、
中
世
天
台
の
〔
中
央
寺
院
│
東
国
寺
院
〕
の
宗
教
的
都
鄙
関
係
の
画
期
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
講
論
に
参
加
し
て
い
た
延
暦
寺
の
高
僧
亮
信
な
ど
は
、
こ
の
後
、

東
国
の
天
台
宗
中
核
寺
院
千
妙
寺
に
入
寺
し
、
東
国
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に

な
る
。
特
に
、
亮
信
は
三
昧
流
保
護
を
目
的
と
し
た
相
論
を
起
こ
す
な
ど
様
々
な
活
動

が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
青
蓮
院
門
跡
が
東
国
と
強
い
関
係
性
を
有
し
た
背
景
に
も
、

講
論
を
契
機
に
結
ば
れ
た
関
係
性
と
綿
密
な
談
義
所
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
と
推

測
し
た
。終

　
章

　

以
上
の
三
章
に
わ
た
る
検
討
か
ら
、
中
近
世
移
行
期
の
青
蓮
院
門
跡
に
お
け
る
宗
教

的
都
鄙
関
係
の
特
質
と
し
て
、
戦
国
期
以
降
の
地
方
寺
院
の
荒
廃
に
対
す
る
中
央
寺

院
・
地
方
寺
院
双
方
寺
院
の
積
極
的
な
関
わ
り
、
経
済
的
状
況
の
み
に
収
斂
し
な
い
都

鄙
関
係
の
活
発
化
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
契
機
は
、
戦
国
大
名
武
田
氏
に
よ
る
宗

教
政
策
で
あ
っ
た
講
論
を
通
じ
て
、〔
中
央
│
東
国
〕
間
の
宗
教
的
都
鄙
関
係
が
活
発

化
し
、
同
時
に
ま
た
、
東
国
を
中
心
に
法
流
を
介
し
た
本
末
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
に

あ
っ
た
。
従
来
、
中
央
寺
院
と
東
国
の
談
義
所
の
関
係
は
主
に
教
学
面
に
お
い
て
注
目

さ
れ
て
き
た
が
、
宗
教
勢
力
と
し
て
「
天
台
宗
」
を
捉
え
る
よ
う
と
す
る
時
、
談
義
所

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
宗
教
的
都
鄙
関
係
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
ま
た
、
本
修
士
論
文
で
は
、
比
較
的
長
い
時
間
軸
を
設
定
し
て
検
討
し
た
た

め
、
よ
り
精
緻
な
実
証
が
求
め
ら
れ
る
他
、
教
理
な
ど
宗
教
学
の
知
見
を
十
分
に
活
か

す
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。


